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　台東区では、平成18年4月1日から毎日（365日・午前7時から午後7時までの間）子どもの安全確保を図るとともに区内で発生する犯罪行為の未然防止
を目的に、子どもが利用する区内施設及びその周辺地域を中心に青色回転灯付きのパトロールカー3台による「子どもの安全」巡回パトロールを開始します。�

　子どもたちは、地域の宝であり、日本の将来を担う希望です。�
　かけがえのない子どもたちが、安全で安心して健やかに成長していく環境を整備することは、私たち大人の役割です。�
　昨年、広島県、栃木県で下校途中の児童が命を奪われる大変痛ましい事件が起きました。�
　私たちは、こうした卑劣な行動を断じて許すことはできません。�
　いつ何処で起きるかわからないこれらの事件を未然に防ぐため、私たちは日頃から危機意識を持ち、子どもたちを守っていかなければなり
ません。�
　台東区子どもの安全推進会議は、これまで以上に関係機関が連携・協力を深め、子どもの安全対策を更に推し進めるため、「台東区子ども
の安全ABCプラン」及び「21世紀を担う子どもを守る行動計画21」を採択しました。�
　今後、この推進会議の参加団体を中心に「子どもの安全ABC」を合言葉に21の行動を積極的に実践して参ります。�
　また、更に多くの区民、団体に呼びかけ、より多くの行動に拡げていくよう努めて参ります。�
　今、ここに地域、行政、警察が一丸となって子どもの安全を推進する決意を表明します。�

①　～Action（アクション：行動）　学校や家庭、ボランティアなど地域が行動する。�
②　～Barreir（バリアー：防壁）　不審者から子どもの安全を守るための防壁を築く。�
③　～Collaboration（コラボレーション：協働）�
　　　　　　　　　　　　　地域、行政、警察がスクラムを組んで互いに連携・協力する。�
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平成18年2月1日�
台東区子どもの安全推進会議�

　昨年末、広島県と栃木県で下校中の子どもが被害者となる事件が相次いで発生しました。台東区内でも不審者による「子どもへの声かけ」など、子ど
もを巻き込む事件がまだまだ後を絶ちません。このため台東区は、地域を挙げて子どもを守ろうと「台東区子どもの安全ＡＢＣプラン」を策定しました。�

　町会、PTA等の区内51団体で構成される「台東区子どもの安全推進会議」を平成18年2月１日に開催し「子
どもの安全ABCプラン」及び「台東区子どもの安全緊急宣言」を採択しました。今後は、地域、行政、警察が
連携し区全体でこの「子どもの安全ABCプラン」及び「21世紀を担う子どもを守る行動計画21」に基づいて
区内の子どもの安全対策を推進していきます。�

※「台東区子どもの安全ABCプラン」及び「21世紀を担う子どもを守る行動計画21」の詳しい内容につきましては、台東区
　公式ホームページ→「生活安全」→「最新情報」→「台東区子どもの安全ABCプランを策定しました」をご覧ください。�

　平成17年の区内の犯罪件数は減少傾向にあります。これは、区内警察署の精力的な警戒や検挙等の取組み、区の�
安全・安心まちづくり、そして何よりも区民の皆様による自主防犯パトロール等の活動の成果であります。�
　しかし、街頭でのひったくり、暴力団などの組織的な犯罪や不当要求、子どもを狙う不審者の出没などの事件がまだ
まだ後を絶ちません。こうした事件を防ぐため、区では「安全・安心速報事業」を開始し、「暴力団追放都市宣言」を
行い、さらには台東区の将来を担う子どもたちを守る計画である「子どもの安全ＡＢＣプラン」を策定するなど様々な
取組みを進めているところです。�
　一方、不審者や犯罪を企てようとする者は、ご近所同士が声をかけあい、不審な行動をする者から目をそらさないなど、
絆の強い地域を敬遠する傾向があるそうです。このことは、自分たちの街は自分たちで守るという意識こそ安全・安心
まちづくりの原点であることを示しています。�
　現在、地域では、犯罪者等に隙（スキ）を与えない安全で安心なまちを創るため自主防犯パトロール、子どもの見守り、
学校安全ボランティアなど多くの区民の皆様に協力していただいております。今後、更に多くの皆様にご協力いただき、
このような地域の取組みがますます広がっていくことを願っております。�
　私は、これからも地域の絆を基盤として地域、警察、行政がスクラムを組んで「安全で安心して暮らせる地域社会」
が実現できるよう全力を挙げて取り組んでまいります。� 台東区長　　吉住　弘�


